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マツノト遺跡の砂丘堆積物の分析
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１。はじめに

鹿児島県奄美大島の北東部、笠利半島のマツノト遺跡発掘調査地（図１）におけ息層序と、遺跡が

立地する海岸砂丘の形成過程を推測する目的で、2004年10月28日から31日に現地の調査を行い、その

後採取した堆積物を室内で分析した。本稿ではこれらの結果を示す。

本遺跡を含む笠利半島東岸の海岸砂丘に立地する考古遺跡では、陸側から海側に向かって新しくな

る新旧の砂丘地形ユニットをフレームワークとし、個別の砂丘では、おもに暗色の埋没土壌帯をなす

人工遺物出土層準（クロスナ層とも呼ばれる）と、ほとんど無遺物で明色の砂（白砂層ともⅡ平ばれ

愚）とを区分することによって層序が組み立てられてきた。この方法が、岩相層序的な地層とその累

重、古地形プロセスに調和的かどうかは検討されていなかったので、筆者はおもに堆積学的露観点か

ら遺跡堆積物を検討した⑥
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図１奄差大島笠利半島東岸、マツノト遺跡周辺の地形的特徴轡ＬｏｃＮとＳは堆積物の調査地点。１９７７

年空中写真⑳判読による。現地踏査を行っていないので、今後改訂を必要とする。調査地付近の1,ｍ等
高線は砂探り後の起伏を表す。図では砂丘列を復原した⑥
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２．マツノト遺跡周辺の地質。地形条件

マツノト遺跡周辺では、成尾（1988）によ愚と、四万十累層群の白亜系堆積岩類（名瀬層)、古第

三系堆積岩類（和野層）とこれらを不整合に覆う第四系砂礫層（平層）が分布する。前二者は山地や

海岸付近の残丘の岩体をなし、平層は標高約50ｍの山地基部から海岸付近の標高約10ｍまでの水平距

離１～1.5kｍの範囲に拡がる中位段丘を構成する。中位段丘面は、池田（1977）の区分でＭ１面に

相当し、最終間氷期に形成された海成段丘面であ愚。成尾（前出）によれば、中位段丘構成層の上位

には「火山灰様士」や古土壌帯が認められる。本遺跡の西に隣接する喜子川遺跡でも、同層準に喜界

アカホヤ火山灰が含まれる（笠利町立歴史民俗資料館の中山清美氏のご教示による)。段丘面を樹枝

状に下刻する開析流路が発達し、流路に沿って３～４段の小規模な河成段丘が認められる。その河口

部に狭小な沖積低地が発達する場所もあるが、遺跡の北辺を流下する喜志川ではほとんど見られないｃ

海岸砂丘は現世の後浜に沿って100～500,幅で分布し、中位段丘縁辺部を砂丘堆積物が覆っている。

砂丘に埋没した考古遺跡の調査によって、縄文時代以後、海側に前進して発達した、形成時期の異な

る２，３の砂丘の集合あるいは砂丘列が知られている（例えば鹿児島県教育委員会１９８６；成尾

1986、前出)。調査地周辺でも、現世の後浜より陸側に、おもに３列の砂丘堆積物が分布す患（中山

1996)。喜子川遺跡の砂丘堆積物からは縄文土器が出土し、マツノト遺跡には古墳時代から古代にか

けてぬ兼久式土器を含む文化層準が認められる。また、今回の調査では弥生土器の出土層が確かめら

れた。現世の後浜に面したマツノト遺跡東半部の砂丘は古代より新しい砂丘と予絹されている。

３。調査。分析方法

(1)調査地の断面観察

調査地となった遺跡北西部では、砂探りのため、標高約12ｍまであった砂丘上部の堆積物は失われ

たが、兼久式土器を含む文化層準は残存しており、それを対象として発掘トレンチが設定苔れた゜海

側に隣接する新しい砂丘の南部も、調査地よりも深く砂探りされた後に盛土されていた。これら新旧

砂丘の間には排水溝が北に延び、遺跡北辺を北東に流下する喜志川につながっていた。南北約40ｍの

調査地は北に緩やかに傾斜し、南端部が標高約７ｍ、喜志川沿いの北端部が約5.8ｍであった。兼久

式土器の文化層準は薄い表土直下に分布し、地表面に露出した部分もあった。

調査地の北辺、東辺、南辺の断面で堆積物の累重が観察できた。喜志川右岸にあたる北辺鋤北東一

南西方向の断面では、川の水面付近から現在の表土上面までの高き約５ｍ、幅約６ｍの範囲を観察し

た（以下ＩＯＣ.Ｎと呼ぶ)。遺跡範囲鰯中央部西寄りにあたる南辺の断面では、砂丘表面から深き約２

ｍで東西方向に約13ｍの範囲を観察した（以下１０Ｇsと呼ぶ)。東辺の断面は崩壊した砂に覆われた場

所が多かったので詳細な観察は行わなかった。

断面中の層界は、まず葉理を確認し、葉層のセットの切り合いの中で、数10ｃｍ～数ｍにわたって

連続する層界に挟まれた複数の地層の境界（コセット境界にあたる）を堆積単元として分層を試みた

(後に詳述する)。なおこの分層は発掘作業ですでにな苔れていた分層と異なっていたが、ここでは議

論せず筆者の観察結果を述べる。

(2)粒度分析試料の採取とその分析方法

現地の累重中の堆積相の認定と、堆積環境の推定を目的とした粒度分析の試料をloc.Ｎ断面で３９点

採取した（試料番号に小文字、を付す)。さらに後日、マツノト遺跡に隣接する現世海岸で４点の試

料を、2005年10月26日の干潮時に中山清美氏に採取していただき、遺跡堆積物とともに粒度分析を行

い、岩石起源の堆積物粒子を調べた。粒度分析は、極細粒砂より粗い堆積物を沈降管粒度分析装置で、
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